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各 会 計 予 算 特 別 委 員 会 会 議 録 

 

〇議事日程（第１号） 

令和７年３月１２日（水曜日） 午後 ２時４０分開会 
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第１０ 議案第２８号 羽幌町企業振興促進条例の一部を改正する条例         

第１１ 議案第３１号 羽幌町火葬場の設置及び管理条例を廃止する条例        
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    ◎委員長挨拶 

〇磯野委員長 会議に先立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 今期定例会におきまして、令和７年度羽幌町各会計予算並びに予算関連議案を審査する

に当たり設置されました特別委員会に副委員長として平山委員が、委員長に私が皆様から

ご推薦をいただき、その職責を担うことになりました。厳しい財政状況にあります中、令

和７年度の重要な行財政の方向を決定する予算委員会であります。副委員長共々懸命に務

めたいと思いますので、委員皆様の特段のお力添えをお願い申し上げ、簡単でありますが、

就任のご挨拶といたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

    ◎開会の宣告 

〇磯野委員長 ただいまから羽幌町各会計予算特別委員会を開会します。 

 

（開会 午後 ２時４０分） 

 

    ◎開議の宣告 

〇磯野委員長 本日の欠席届出は佐藤満委員であります。 

 これから本日の会議を開きます。 

 

    ◎議案第１４号～議案第２１号、議案第２４号、議案第２８号、議案第３１号、 

     議案第３８号～議案第４５号                       

〇磯野委員長 本委員会に付託された案件は、議案第１４号 羽幌町診療看護師研究資金

等貸与条例、議案第１５号 羽幌町定住促進住宅管理条例、議案第１６号 羽幌町空家等

対策の推進に関する条例、議案第１７号 羽幌町犯罪被害者等支援条例、議案第１８号 

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例、議案第１９号 羽幌町会計年度任用職員

の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例、議案第２０号 地方公務員法の

一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の一部を改正する条例、議

案第２１号 羽幌町公営企業に従事する企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一

部を改正する条例、議案第２４号 羽幌町職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例、

議案第２８号 羽幌町企業振興促進条例の一部を改正する条例、議案第３１号 羽幌町火

葬場の設置及び管理条例を廃止する条例、議案第３８号 令和７年度羽幌町一般会計予算、

議案第３９号 令和７年度羽幌町国民健康保険事業特別会計予算、議案第４０号 令和７

年度羽幌町後期高齢者医療特別会計予算、議案第４１号 令和７年度羽幌町介護保険事業

特別会計予算、議案第４２号 令和７年度羽幌町簡易水道事業特別会計予算、議案第４３

号 令和７年度羽幌町港湾上屋事業特別会計予算、議案第４４号 令和７年度羽幌町水道

事業会計予算、議案第４５号 令和７年度羽幌町下水道事業会計予算、以上１９件を一括

議題とします。 
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 お諮りします。既に本会議において予算関連議案並びに令和７年度各会計予算の提案理

由説明が終わっておりますので、本委員会では一般会計予算、各特別会計予算、水道事業

会計予算及び下水道事業会計予算の内容説明を財務課長及び上下水道課長に求めることに

したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 異議なしと認め、ただいま説明した順序に従って進めることに決定しまし

た。 

 それでは、一般会計予算及び各特別会計予算の内容説明を求めます。 

 清水財務課長。 

〇清水財務課長 それでは、私から予算概要を説明させていただきます。 

 お配りしております令和７年度予算説明資料に基づき説明させていただきます。１ペー

ジ及び２ページにつきましては、町長の提案理由で述べておりますので、省略をさせてい

ただきます。 

 ３ページをお開き願います。科目別歳入内訳でありますが、それぞれの収入科目ごとに

一般財源、経常特定財源と臨時特定財源に分けております。表の右側の合計欄で収入の多

い上位３つを丸つき数字で表示してあります。７年度は、①が地方交付税、②が町債、③

が町税の順となっており、６年度と同じ順位となっております。御覧をいただきまして、

全体の説明は省略をさせていただきます。 

 ４ページをお開き願います。科目別歳出内訳の総括表でありますが、さらにこれを５ペ

ージ、６ページで経常費と臨時費に分けて記載しておりますので、それぞれご説明いたし

ます。５ページ、経常費で表の右側、増減額の欄を御覧ください。当初予算欄では、前年

度との増減額を表しておりますが、主なものを申し上げます。３款民生費で１，６２１万

６，０００円、１．３％の減少は、保育児の減少による認定こども園等に対する施設型給

付費負担金の減少が主なものであります。７款商工費で１，００８万６，０００円、８．

６％の減少は、ハートタウンはぼろのテナント２社が撤退したことにより同施設に係る維

持費の減少が主なものであります。８款土木費で３，４０２万３，０００円、６．３％の

減少は、下水道事業会計の工事等に係る一般会計からの補助金及び出資金の減少が主なも

のであります。９款消防費で１，５７８万円、５．７％の増加は、給料改定等に伴う北留

萌消防組合に対する負担金の増加が主なものであります。１３款諸支出金で１億６２５万

７，０００円、９．６％の増加は、給与改定に伴う職員人件費の増加が主なものでありま

す。以上が経常費の増減の主なものでありますが、合計では６，１１１万９，０００円、

１．２％の増加となっております。 

 ６ページをお開き願います。臨時費につきまして増減の主なものを申し上げます。２款

総務費で１億９，０９４万９，０００円、３１．１％の増加は、自治体情報システムの標

準化に対応するため、留萌地域電算共同化推進協議会への負担金増加及びふるさと納税の

増加見込みによるまちづくり応援寄附金推進事業の拡充などが主なものであります。３款
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民生費で２億５，７１２万６，０００円、９５３．７％の増加は、子ども発達支援センタ

ー建て替え事業に係る工事請負費の増加が主なものであります。７款商工費で２，０４０

万６，０００円、１３．９％の増加は、サンセットプラザ施設におけるエレベーター等各

設備の改修に係る工事請負費の増加が主なものであります。９款消防費で１，３８１万６，

０００円、４２．８％の減少は、指定避難所である中央公民館及びすこやか健康センター

における環境改善工事完了に係る工事請負費の減少などが主なものであります。１０款教

育費で５億１１９万４，０００円、１１８．３％の増加は、天売複合化施設建設に係る工

事請負費の増加が主なものであります。１１款災害復旧費で２，９６５万８，０００円、

８６．８％の減少は、三毛別川河岸補修工事の完了による工事請負費の減少が主なもので

あります。１３款諸支出金で３，００１万７，０００円、４６．３％の増加は、会計年度

任用職員に係る期末手当等人件費の増加が主なものであります。以上が臨時費の増減の主

な内容であり、臨時費合計では９億５，０８８万１，０００円、４７．３％の増加となっ

ております。 

 次の７ページ、８ページでありますが、この表は節別に集計したものであります。御覧

をいただきまして、全体の説明は省略をさせていただきます。 

 次に、９ページを御覧ください。このページから１８ページまでは、臨時事業一覧とし

て事業内容と事業費、財源内訳を記載しておりますが、主な事業につきましてご説明申し

上げます。２款総務費でこのページの下から４行目、職員派遣研修事業１２０万円は、北

海道との円滑な行政運営を推進するとともに、職員の資質向上を図るため北海道へ職員を

派遣するものであります。 

 １０ページをお開き願います。このページの上から１３行目、デジタル推進事業１９４

万７，０００円は、住民サービスの向上及び行政事務の効率化を図るため、業務用ショー

トメールサービスの通信費や事務用ソフトのライセンスを購入するものであります。 

 １１ページを御覧ください。このページの上から２行目、犯罪被害者支援事業４０万円

は、犯罪被害者または被害者遺族に対し見舞金を支給する制度を創設するものであります。

同じく上から７行目、住民基本台帳ネットワーク管理事業１５７万３，０００円は、マイ

ナンバーカードの更新等に係る手続を円滑に行うため、住民基本台帳ネットワークシステ

ム端末を更新するものであります。 

 ３款民生費で、この款の下から３行目、介護サービス基盤整備事業２７８万３，０００

円は、外国人労働者を雇用する介護事業者に対して補助制度を創設するとともに引き続き

介護サービスに関する資格取得費用の一部を助成するものであります。 

 １２ページをお開き願います。４款衛生費で、このページの上から８行目、新型コロナ

ウイルスワクチン定期接種事業１，４５２万３，０００円は、当該ワクチン接種が予防接

種法に基づく定期接種に位置づけられたため、６５歳以上を対象に実施するものでありま

す。同じくその次の行、帯状疱疹ワクチン定期接種事業１８２万５，０００円は、本年４

月から定期接種化される当該ワクチン接種を６５歳の方を対象に実施し、５年間の経過措
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置として毎年６５歳から１００歳まで５歳刻みの年齢になる方を対象に、また令和７年度

に限り１００歳を超えた方も対象とするものであります。同じくここから３行下、火葬場

運営事業１７万５，０００円は、６年度末をもって用途廃止する天売火葬場の雪囲い及び

廃棄物の処分等閉鎖に係る処理を行うものであります。 

 １３ページを御覧ください。６款農林水産業費でありますが、この款の下から２行目、

漁業雇用確保対策事業２１万４，０００円は、漁業従事者を広く募集するため、漁業者及

び関係機関との連携により都市部で開催される漁業就業フェアに参加するものであります。 

 １４ページをお開き願います。７款商工費の下から１１行目、外国人技能実習生地域交

流事業１０万円は、技能実習生等の外国人が地域との交流を通じ町内における生活の充実

を推進するため、町が実施する文化、郷土芸能等に係る事業への参加費用を支援するもの

であります。同じくこのページの最後の行、バラ園施設管理事業２２６万９，０００円は、

施設の景観美化を図るため噴水及びベンチを塗装し、また剪定した枝を堆肥化するウッド

チッパーを導入するものであります。 

 １５ページを御覧ください。このページの上から２行目、焼尻めん羊まつり補助事業１

１６万７，０００円は、２年ぶりに開催予定の焼尻めん羊まつりに対して事業費の一部を

補助するものであります。同じくその次の行、地域おこし協力隊事業１２０万円は、都市

部住民の目線で本町の魅力を掘り起こし、広く情報発信する業務を担う協力隊を募集する

ものであります。 

 次に、８款土木費の上から３行目、除排雪事業１８７万円は、雪捨場として使用してお

ります栄町地区の教員住宅跡地について地盤が悪く排水が悪いため、隣接する住宅に影響

が出ないよう整備するものであります。同じくこの款の下から４行目、都市計画整備事業

１，０８２万４，０００円は、羽幌町都市計画マスタープランが令和９年度までの期限と

なっており、国庫補助の対象となる都市再生特別措置法に基づく立地適正化計画と併せて

令和７年度から２か年かけて策定するものであります。 

 １６ページをお開き願います。１０款教育費の上から４行目、小中一貫教育検討事業１

４万４，０００円は、小中一貫教育の導入を検討するため、教員、教育委員及び職員で先

進地を視察するものであります。 

 １７ページを御覧ください。同じく１０款の下から８行目、地域おこし協力隊事業１２

０万円は、地域におけるスポーツの振興を推進するため、地域おこし協力隊を募集するも

のであります。 

 １８ページをお開き願います。１３款諸支出金につきましては、国勢調査及び参議院議

員通常選挙に係る職員人件費と臨時的事業で雇用する会計年度任用職員の報酬などであり

ます。 

 以上で主な事業の説明を終わります。 

 １９ページを御覧ください。目的税の使途内訳でありますが、目的税につきましては、

その名目のとおり使い道が限定され、特定の費用に充てなければならない税金であります。
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ここでは、その使い道について説明しております。都市計画税は都市計画事業として下水

道運営事業に、入湯税は観光振興ということでサンセットプラザ運営事業に充当し、地方

消費税交付金は社会保障経費ということで国民健康保険事業特別会計及び介護保険事業特

別会計への繰出金に充当しております。 

 ２０ページからは特別会計予算の概要となっております。こちらにつきましても町長か

らの提案理由で述べておりますので、私からの説明は省略をさせていただきますが、２３

ページの臨時事業一覧について主な事業をご説明いたします。国民健康保険事業特別会計

では、特定健康診査未受診者対策業務委託など、各種健診に係る受診率向上対策を予定し

ております。 

 介護保険事業特別会計では、介護サービス事業勘定において特別養護老人ホームのユニ

ット棟屋根等改修工事を予定しております。 

 簡易水道事業特別会計では、量水器交換や天売配水池流量計室電極設置工事などを予定

しております。 

 港湾上屋事業特別会計では、天売旅客上屋玄関及び焼尻旅客上屋水飲み場等の各修繕を

予定しております。 

 ２４ページをお開き願います。給与費予算調書（当初）でありますが、これは議会議員、

町の特別職、このほか一般職として定数内職員及び再任用短時間職員、会計年度任用職員

の報酬を含めました人件費の状況であります。一番下の右欄、合計の差引き計欄でありま

すが、６年度と比較して１億４，４５５万１，０００円の増となっているものであります。 

 ２５ページを御覧ください。地方債現在高見込み及び交付税補填額調書（資料）であり

ます。会計区分及び起債区分ごとに内訳を載せておりますが、（１）、５年度末現在高は、

一番下の総合計の欄で６３億５，１２８万８，０００円となっております。これが右から

３番目、（７）、７年度末現在高見込額では６８億６，０１４万７，０００円となる見込

みであります。このうち後年度に交付税に算入される額は、表の右から２番目にあります

ように４６億５４７万７，０００円、６７．１％と見込んでおります。また、７年度末現

在高見込額と５年度末現在高を比較いたしますと、（７）引く（１）の差額５億８８５万

９，０００円増加する見込みとなっております。この要因は、天売複合化施設や子ども発

達支援センターの建設に係る地方債の増加が主なものであります。 

 ２６ページをお開き願います。北留萌消防組合予算の概要でありますが、ページの下段、

２、羽幌消防署分についてご説明いたします。①、歳出において右側の臨時費といたしま

して、職員用防火衣及び水槽車のスパイクタイヤ交換で合計１２５万６，０００円となっ

ております。 

 ２７ページを御覧ください。羽幌町外２町村衛生施設組合予算の概要でありますが、④、

臨時的経費の内訳では､一般廃棄物処理施設整備事業で旧浸出水処理施設に係る設備整備

費５２８万円、火葬場施設整備事業で待合室エアコン設置工事１９８万円となっておりま

す。 
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 以上で予算説明資料によります内容説明を終わらせていただきます。よろしくご審議く

ださいますようお願い申し上げます。 

〇磯野委員長 次に、水道事業会計予算及び下水道事業会計予算の内容説明を求めます。 

 棟方上下水道課長。 

〇棟方上下水道課長 それでは、令和７年度水道事業会計予算につきましてお配りしてお

ります予算書に基づき説明をさせていただきます。 

 初めに、１９ページをお開き願います。予算実施計画説明書収益的収入及び支出でござ

いますが、金額は消費税込みで記載しております。まず、１款水道事業収益、１項営業収

益の１目給水収益、水道使用料につきましては２億１，０３３万５，０００円を計上して

おります。本収入は、基本的に過去３年間の増減率の平均などを基に算定しておりますが、

給水人口が減少傾向にあることから、対前年比で１８９万８，０００円の減としておりま

す。 

 また、２目その他営業収益では、４節雑収益、下水道使用料徴収委託料７３０万円を計

上しております。このほか１節給水装置手数料、２節検査手数料、３節給水装置工事事業

者指定手数料を合わせまして７８５万１，０００円を計上しております。 

 次に、２０ページをお願いいたします。２項の営業外収益でございますが、まず２目長

期前受金戻入で５９９万７，０００円を計上しておりますが、これは現金の伴わない収益

であります。 

 ３目雑収益、３節補償金に３３万円を計上しておりますが、これは北海道が行う二股第

２南地区の用水路改修に伴って発生する配水管切り回し工事に対する工事補償金でありま

す。これらが主なものとなり、営業外収益全体で６３６万８，０００円を計上しておりま

す。 

 次に、２１ページをお願いいたします。支出の部で、１項営業費用、１目原水及び浄水

費６，９１７万１，０００円を計上しております。対前年比は５１３万３，０００円の増

で、２２ページの１５節委託料において令和７年度が浄水場等運転管理委託業務の更新年

度であり、労務単価の大幅な上昇などにより増額となったものです。 

 次に、２３ページをお願いいたします。２目配水及び給水費において４，７５５万７，

０００円を計上しております。対前年比は５５３万１，０００円の減で、２４ページの２

３節工事請負費において高区配水池清掃業務の完了と予定している工事内容の変更により

減額となったものです。 

 次に、２５ページをお願いいたします。３目の総係費は、主に職員人件費や内部管理経

費で３，７０２万８，０００円を計上しております。対前年比７３５万７，０００円の増

で、主に人事院勧告に基づく人件費の増や人員配置の変更によるものでございます。 

 次に、２８ページをお願いいたします。４目減価償却費に５，６６８万４，０００円、

５目資産減耗費に２，０００円を計上しております。 

 次に、２９ページをお願いいたします。２項営業外費用では１目支払利息として企業債
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の借入れに係る利息８２１万円に一時借入金利息１０万円を加え、８３１万円を計上して

おります。 

 ２目の消費税につきましては、水道使用料などの仮受消費税から水道事業費用の仮払消

費税を差し引いた４５０万円の納付を見込んでおります。 

 次に、３０ページをお願いいたします。資本的収入及び支出でございます。まず、資本

的収入ですが、１項補償金はありません。 

 ２項企業債、１目企業債は、建設改良費等の財源に充てるための企業債として３，８３

０万円を計上しております。これは後ほど説明します資本的支出のうち羽幌浄水場１次Ｐ

ＡＣ注入ポンプ更新工事や低区配水池、高台送水ポンプ場及び中央送水ポンプ場テレメー

ター更新工事において企業債を活用するものであります。 

 次に、３１ページをお願いいたします。資本的支出で、１項建設改良費、１目設備拡張

費はありません。 

 続きまして、２目設備改良費４，５９９万１，０００円ですが、工事請負費として南大

通り６丁目（国道東側歩道部）配水管布設替工事１５５万１，０００円、北町配水管仕切

り弁更新工事４１０万３，０００円、羽幌浄水場１次ＰＡＣ注入ポンプ更新工事１，３３

１万円、低区配水池テレメーター更新工事７７０万円、高台送水ポンプ場テレメーター更

新工事８６６万８，０００円、中央送水ポンプ場テレメーター更新工事８６４万６，００

０円、四線導水ポンプ場ナンバー１導水ポンプ更新工事２０１万３，０００円を計上して

おります。 

 続きまして、２項の企業債償還金６，３９２万９，０００円につきましては、平成１３

年度から令和６年度までに借入れした企業債の元金を償還するものでございます。 

 次に、３ページにお戻り願います。３ページからは予算実施計画となっておりまして、

先ほど１９ページから３１ページで説明した内容の総括表となっており、金額は税込みで

ございます。３ページの収入の表の１行目に収益的収入として予定額２億２，４５５万４，

０００円を見込んでおります。 

 次に、支出の表の１行目に収益的支出として予定額２億２，４２５万２，０００円を見

込んでおります。 

 次に、４ページをお願いいたします。資本的収入及び支出の総括表ですが、収入予定額

３，８３０万円、支出予定額１億９９２万円となり、差引不足額７，１６２万円を損益勘

定留保資金等で補填するものでございます。 

 次に、５ページをお願いいたします。予定キャッシュフロー計算書につきましては、資

金の増減に着目したもので、一番下の行に記載しております期末残高から期首残高を差し

引き１，３２３万６，０００円の減少を見込んでおります。 

 次に、６ページから８ページの給与費明細書では、前年度との比較及び増減等を記載し

ております。御覧をいただくことにより説明は省略いたします。 

 次に、９ページをお願いいたします。債務負担行為に関する調書でございますが、羽幌
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上水道四線導水ポンプ場ナンバー１導水ポンプ更新工事につきまして、その金額と財源内

訳を記載しております。 

 １０ページから１２ページは、令和７年度期末時点での財政状況を示す予定貸借対照表

でございます。ここから説明いたします財務諸表につきましては、全て税抜きの金額を記

載しております。 

 次に、１３ページの令和６年度の予定損益計算書につきましては、経営成績の見込みを

示すもので、下から３行目に記載しております当年度純利益は６７６万３，０００円を見

込んでおります。 

 次に、１４ページから１６ページは、令和６年度期末の予定貸借対照表でございます。

御覧をいただきまして、説明は省略いたします。 

 次に、１７ページから１８ページでは注記としまして、資産の評価基準や評価方法等を

記載しております。御覧をいただきまして、説明は省略いたします。 

 水道事業会計予算の説明は以上でございます。 

 引き続き、令和７年度下水道事業会計予算につきましてお配りしております予算書に基

づき説明をさせていただきます。 

 初めに、２１ページをお開き願います。予算実施計画説明書収益的収入及び支出でござ

いますが、金額は消費税込みで記載しております。まず、１款下水道事業収益、１項営業

収益の１目下水道使用料につきましては７，５５８万６，０００円を計上しております。

本収入は、基本的に過去３年間の増減率の平均などを基に算定しておりまして、対前年比

で４８万２，０００円の増としております。 

 また、６目その他営業収益では、排水設備の検査手数料として２０万円を計上し、営業

収益全体で７，５７８万６，０００円を計上しております。 

 ２項の営業外収益でございますが、３目の他会計補助金として一般会計からの運営補助

金１億６，８５５万４，０００円とＭＩＣＳ事業に係る３町村負担分として２，２１５万

９，０００円の合わせて１億９，０７１万３，０００円を計上しております。 

 ４目補助金については計上ありません。 

 次に、２２ページをお願いいたします。５目長期前受金戻入で１億１，２２１万９，０

００円を計上しておりますが、これは現金の伴わない収益であります。 

 ６目消費税及び地方消費税還付金に５００万円を計上しております。 

 その他、８目の雑収益も含め営業外収益全体で３億７９４万４，０００円を計上してお

ります。 

 次に、２３ページをお願いいたします。支出の部で、１項営業費用、１目管渠費１，１

２９万５，０００円を計上しております。対前年比は５万５，０００円の減で、２３節委

託料において管渠清掃調査業務を実施する対象管渠延長の減によるものでございます。 

 ２目ポンプ場費において８０２万５，０００円を計上しております。対前年比は２２７

万８，０００円の増で、２４ページの２３節委託料において令和７年度が羽幌ポンプ場等
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の運転管理業務の更新年度であり、労務単価の大幅な上昇などにより増額となったもので

ございます。 

 次に、２４ページをお願いいたします。３目処理場費において１億１，１４１万７，０

００円を計上しております。対前年比は１，１３７万８，０００円の増で、２５ページの

２３節委託料において令和７年度は羽幌浄化センター等の運転管理業務の更新年度であり、

労務単価の大幅な上昇などにより増額となったものでございます。 

 次に、２６ページをお願いいたします。４目の総係費は、主に職員人件費や内部管理経

費で３，７０９万２，０００円を計上しております。対前年比１，３６０万９，０００円

の減で、令和６年度に実施したストックマネジメント計画策定業務や経営戦略策定業務の

事業完了により減額となったものでございます。 

 次に、２８ページをお願いいたします。５目減価償却費に２億３２３万２，０００円を

計上しております。 

 次に、２９ページをお願いいたします。２項営業外費用では１目支払利息として企業債

の借入れに係る利息１，８６８万６，０００円に一時借入金利息２４０万円を加え、２，

１０８万６，０００円を計上しております。 

 ３項特別損失では、過年度分賞与引当金繰入金として１２８万９，０００円を計上して

おります。 

 次に、３０ページをお願いいたします。資本的収入及び支出でございます。まず、資本

的収入ですが、１項企業債は建設改良費等の財源に充てるための企業債として３，６６０

万円を計上しております。これは後ほど説明いたします資本的支出のうち羽幌浄化センタ

ーナンバー１、２汚水ポンプ速度制御盤更新工事、羽幌浄化センター等修繕改築計画実施

設計業務及び公共汚水枡設置工事において企業債を活用するものであります。 

 ２項他会計出資金については、企業債償還金などに充てる一般会計からの繰入れについ

て出資金として収入するものであります。ＭＩＣＳ事業分につきましては、汚水処理施設

建設負担金について出資金として収入するものであり、合計９，８６２万４，０００円を

計上しております。 

 ３項国庫補助金については、ストックマネジメント計画に基づき整備を進めております

事業に係る国庫補助分として３，４７０万円を計上しております。 

 ７項負担金等については、受益者負担金及びその他の負担金として区域外流入分担金の

合計３万３，０００円を計上しております。 

 次に、３１ページをお願いいたします。資本的支出で１項建設改良費、１目管渠建設改

良費５００万５，０００円ですが、工事請負費として公共汚水枡設置工事１９８万円、道

路補修工事１８１万５，０００円、土砂仮置場整備工事１２１万円を計上しております。 

 ３目処理場建設改良費６，９４０万円ですが、委託料として羽幌浄化センター等修繕改

築計画実施設計業務２，３２０万円、工事請負費として羽幌浄化センターナンバー１、２

汚水ポンプ速度制御盤更新工事４，６２０万円を計上しております。 
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 続きまして、２項の企業債償還金ですが、建設改良費に係る企業債の元金償還金１億７，

７７６万１，０００円、その他の企業債償還金として公営企業会計適用債の元金償還金２

８３万円を加え、１億８，０５９万１，０００円を計上しております。 

 次に、４ページにお戻り願います。４ページからは予算実施計画となっておりまして、

先ほど２１ページから３１ページで説明した内容の総括表となっており、金額は税込みで

ございます。４ページの収入の表の１行目に下水道事業収益として予定額３億８，３７３

万円を見込んでおります。 

 次に、支出の表の１行目に下水道事業費用として予定額３億９，４４３万６，０００円

を見込んでおります。 

 次に、５ページをお願いいたします。資本的収入及び支出の総括表ですが、収入予定額

１億６，９９５万７，０００円、支出予定額２億５，４９９万６，０００円となり、差引

不足額８，５０３万９，０００円を損益勘定留保資金等で補填するものでございます。 

 次に、６ページをお願いいたします。予定キャッシュフロー計算書につきましては、資

金の増減に着目したもので、一番下に記載しております期末残高から期首残高を差し引き

６万３，０００円の減少を見込んでおります。 

 次に、７ページから１０ページの給与費明細書では、前年度との比較及び増減等を記載

しております。御覧をいただくことにより説明は省略いたします。 

 継続費に関する調書となっております。御覧をいただくことにより説明は省略いたしま

す。 

 次に、１２ページをお願いいたします。債務負担行為に関する調書でございますが、羽

幌下水道羽幌浄化センターパッケージ型消火設備交換工事及び羽幌下水道羽幌浄化センタ

ーナンバー１汚泥脱水機薬品供給流量制御ワンループコントローラー修繕工事につきまし

ては、その金額と財源内訳を記載しております。 

 その他の事項につきましては、御覧をいただくことにより説明は省略いたします。 

 次に、１３ページをお願いいたします。１３ページから１５ページは、令和７年度期末

時点での財政状況を示す予定貸借対照表でございます。ここから説明いたします財務諸表

につきましては、全て税抜きの金額を記載しております。 

 次に、１６ページの令和６年度の予定損益計算書につきましては経営成績の見込みを示

すもので、下から３行目に記載しております。当年度純利益はゼロ円を見込んでおります。 

 次に、１７ページから１９ページは、令和６年度期末の予定貸借対照表でございます。

御覧をいただきまして、説明は省略いたします。 

 次に、２０ページでは注記としまして、資産の評価基準や評価方法等を記載しておりま

す。御覧をいただき、説明は省略いたします。 

 下水道事業会計予算の説明は以上でございます。よろしくご審議くださいますようお願

い申し上げます。 

〇磯野委員長 以上で各会計予算の内容説明を終わります。 
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 お諮りします。各会計予算及び予算関連議案の質疑、討論、採決に入る前に、各会計予

算の内容審査を提案者側の出席を求めながら行い、その後各議案について議案ごとに一括

審議を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 異議なしと認め、ただいま説明した順序に従って進めることに決定しまし

た。 

 それでは、各会計予算の内容審査を行います。 

 まず、進め方としては一般会計については歳出の款ごとに区切り、歳入は一括して審査

を行うこととし、各特別会計、水道事業会計及び下水道事業会計は会計ごとに歳入歳出一

括して審査を行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 異議なしと認め、ただいま説明した順序に従って進めることに決定しまし

た。 

 初めに、羽幌町一般会計予算の歳出から始めます。 

 なお、質疑、答弁においては予算の内容審査でありますので、この範囲から逸脱せず、

簡潔明瞭にお願いいたします。 

 では、１款議会費、７５ページから７６ページまで質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 これで質疑を終わります。 

  

    ◎延会の宣告 

〇磯野委員長 お諮りします。 

 本日の委員会はこの程度にとどめ、延会したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 異議なしと認めます。 

 したがって、本日はこれで延会します。 

 明日は本委員会を午前１０時より開会いたします。 

（延会 午後 ３時２１分） 


